
前頁へ� 目次へ�

明治
37年
に完
成し
た南
郷洗
堰（
現在
は両
岸に
一部
を存
置
）�

昭
和
36
年
に
完
成
し
た
瀬
田
川
洗
堰（
南
郷
洗
堰
か
ら
12
0m
下
流
）�

16
99
年
、徳
川
幕
府
の
命を
受
けた
河
村
瑞
賢
が
行な
った
瀬
田
川
本
浚
渫
の
絵
図（
写し
）�

▲結団式には72人が参加�

　
建
設
省
琵
琶
湖
工
事
事
務
所
は
今
年
、瀬
田
川

改
修
100
周
年
を
記
念
し
て
住
民
参
加
の
多
彩
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
明
治
33
年（
一
九
〇
〇
）、わ
が
国
初
の
上
下
流
一

貫
し
た
河
川
計
画
に
基
づ
き
工
事
を
着
手
し
て
か

ら
100
年
。
し
か
し
、そ
の
以
前
、古
く
奈
良
時
代
か

ら
瀬
田
川
の
改
修
は
湖
岸
の
人
々
の
大
き
な
課
題

で
し
た
。
特
に
新
田
開
発
ブ
ー
ム
に
湧
い
た
江
戸
時

代
以
降
、降
雨
量
が
急
増
す
る
と
浸
水
す
る
地
域

も
拡
大
、農
業
だ
け
で
な
く
生
活
も
脅
か
さ
れ
る

湖
岸
民
に
と
っ
て
瀬
田
川
の
改
修
は
悲
願
で
し
た
。�

　
私
た
ち
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な
被
害
や
苦
し
み

を
受
け
、ど
ん
な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の
か
ー
ー
ー
。

改
修
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
知
り
、こ
れ
か
ら
の
瀬
田

川
づ
く
り
を
と
も
に
考
え
よ
う
と
い
う
の
が
記
念

事
業
の
主
旨
。〈
瀬
田
川
改
修
に
学
ぶ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
ひ
ら
く
未
来
〉を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

展
開
し
て
い
ま
す
。� 瀬

田
川
改
修
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
ス
タ
ー
ト�

�

住
民
有
志
の
〈
リ
バ
プ
レ
隊
〉
が
、と
も
に
学
び
、遊
ん
で
、瀬
田
川
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、次
代
の
瀬
田
川
を
考
え
ま
す�

琵
琶
湖
工
事
事
務
所
、�

特
製
〈
う
ち
わ
〉
で
100
周
年
を
P�
R
�

　
９
月
９
日
、〈
リ
バ
プ
レ
隊
〉の
結
団
式
を
ア
ク
ア

琵
琶
映
像
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。�

　〈
リ
バ
プ
レ
隊
〉と
は
、瀬
田
川
に
つ
い
て
学
び
、遊

び
、体
験
を
通
じ
て
未
来
を
考
え
よ
う
と
、沿
川
住

民
に
参
加
を
募
っ
て
結
成
し
た
も
の
。
下
流
の
淀
川

か
ら
も
参
加
を
得
て
７
歳
か
ら
78
歳
ま
で
隊
員

数
は
72
人
。
毎
月
第
４
土
曜
日
に
体
験
見
学
会
な

ど
を
行
な
い
ま
す
。�

　
瀬
田
川
改
修
100
周
年

を
ま
ず
沿
川
の
住
民
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
８
月
、

特
製〈
う
ち
わ
〉約
３
万
枚

を
地
元
自
治
会
の
協
力
の

も
と
配
布
し
ま
し
た
。�

〈
リ
バ
プ
レ
隊
〉
結
成
、�

　９
月
９
日
に
結
団
式
挙
行�

�

隊
員
か
ら
「
学
び
」
に
積
極
的
な�

意
見
・
感
想
が
続
出
、�

希
望
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
見
学
会
を
計
画�

�

お
問
い
合
わ
せ�

建
設
省
琵
琶
湖
工
事
事
務
所
　
調
査
課�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
）�

　
「
洪
水
被
害
が
大
き

か
っ
た
の
は
瀬
田
川
だ
け

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
旭
町
を
今
回
見
学
し

て
、洪
水
被
害
が
、琵
琶

湖
の
北
の
方
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
驚
き
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、若
ア
ユ
隊（
グ
ル
ー

プ
名
）の
間
宮 
安
一
さ
ん
。�

　〈
リ
バ
プ
レ
隊
〉の
活
動
第
一
弾
、第
１
回
見
学
会
は

大
津
市
歴
史
博
物
館
の
杉
江
進
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、９
月
23
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
生
憎
の
大
雨
で

し
じ
み
か
き
体
験
は
”お
あ
づ
け
“。
明
治
29
年
の
大

洪
水
を
物
語
る〈
民
家
の
ふ
す
ま
〉や
江
戸
期
の
功

労
者
・
藤
本
太
郎
兵
衛
の
生
家
、大
津
放
水
路
、大

津
市
歴
史
博
物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。�

〈
リ
バ
プ
レ
隊
〉
第
１
回
見
学
会
、�

新
旭
町
に
「
水
害
の
歴
史
と�

先
人
の
努
力
」
を
見
た�

▲　明治29年の大洪水で水に�
浸かった跡が残る〈ふすま〉に�
見入る隊員�

▼�

見
学
会
の
感
想�

　
見
学
会
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は

「
も
っ
と
体
系
的
に
勉
強
し
た
い
」
な
ど
の
積
極
的

な
声
が
多
く
、こ
れ
ら
を
参
考
に
今
後
の
活
動
を

考
え
て
い
き
ま
す
。�

コミュニケーションでひらく未来�

瀬田
川改
修100年に学ぶ

建設省琵琶湖工事事務所�

瀬田
川改
修100年に学ぶ

http://www.aquabiwa.jp/contents/biwazu/27/index.html
http://www.aquabiwa.jp/contents/biwazu/27/biwas27-7.pdf

